
２０２０年度 ２級厨房設備士資格認定試験問題・解答用紙（その２）

下記の図はある厨房室に餃子グリラ＋架台（６００×６００×８００ ガス消費量１２．５ｋＷ）を設置した平面図である。

下記の条件の場合、壁と餃子グリラの離隔距離Ａ，Ｂの最小寸法はいくらか。該当する記号を別表より選び、解答欄に記入せよ。

（１）餃子グリラがＪＩＡ認証機器（ガス機器防火性能評定品）で、機器に右に示すシールが貼られている場合。

（３）餃子グリラがＪＩＡ認証機器、非ＪＩＡ認証機器にかかわらず、図のコンパネ１５ｍｍを

（２）餃子グリラがＪＩＡ認証機器で無い場合。

尚、同じ記号を何度使用してもよい。

問題

受験地
受験番号

石膏ボード１２．５ｍｍ（ボード用原紙の厚さが０．６ｍｍ以下）に変え、柱・間柱を含めて壁全体を不燃材料（不燃構造）にした場合。

（１）の機器に貼られているシール

ガス機器防火性能評定品

可燃物からの離隔距離（ｃｍ）

上方 前方 後方側方

一般財団法人 日本ガス機器検査協会

フード ２０以上 １５以上

別

表

イ） ０ｍｍ ロ） １４ｍｍ

リ） １８６ｍｍ

ハ） ２９ｍｍ ニ） １２１ｍｍ

ヌ） １９８．５ｍｍ

ホ） １３６ｍｍ

ト） １６４ｍｍ

ワ） ４８６ｍｍオ） ４７１ｍｍ カ） ４９８．５ｍｍ ヨ） ５００ｍｍ

ヘ） １４８．５ｍｍ

ル） ２１４ｍｍ

チ） １７１ｍｍ

Ａ Ｂ番号

（１）

（２）

（３）

（解答欄）

リ

ワ

イ

ホ

ワ

イ

注４：床は不燃構造とする

注１：各市町村条例は考慮に入れない（総務省令に基づく）

注２：消防庁長官が定めるところにより得られる距離は無し

注５：上部はフードとする

注３：メーカー（製造者）が認める距離は無いものとする

注６：石膏ボードの厚さが１２ｍｍ以上は不燃材料

石膏ボードの厚さが９ｍｍ以上は準不燃材料

石膏ボードの厚さが７ｍｍ以上は難燃材料

（ボード用原紙の厚さが０．６ｍｍ以下のものに限る）

（ボード用原紙の厚さが０．６ｍｍ以下のものに限る）

（ボード用原紙の厚さが０．５ｍｍ以下のものに限る）

柱（木製）

間柱（木製）

間柱（木製）

平面図：ノンスケール

Ａ

Ｂ

コンパネ １５ｍｍ（間柱側）

ステンレス １．５ｍｍ（壁仕上）

石膏ボード １２．５ｍｍ（ボード用原紙の厚さが０．６ｍｍ以下）

解答



問題

Ｇ

受験地
受験番号

平面図 フード １点
平面図 シンボル８点

平面図 機器 ７点

【＊給湯器は他に有るものとする。】

５）平面図と厨房機器表の整合性を取ること。

２０２０年度 ２級厨房設備士資格認定試験問題・解答用紙（その３）

下記の平面図は、５０席の洋食レストランの厨房である。

１）機器表に合わせ、又は別表より機器を選んで

４）フードも必要箇所に作図せよ。

３）平面図で設備シンボルの抜けている部分を作図せよ。

２）機器表（解答用紙その４）の空欄箇所を記入し、

思われるものには、 印を記入、フードにグリスフィルタが

模範解答

小計 １６点
給水・給湯・排水・ガス・電気・フード設備が抜けていると

必要な所には 印を記入せよ。

平面図の空欄箇所に作図せよ。（縮尺１／５０図面）

作図の縮尺、ディテールなど不正確な物は減点とする
トイレ

厨房

パントリー

窓（客席側）

倉庫

多目的トイレ

事務所／更衣室

検収室腰壁

手洗器

手洗器

手洗器

五徳３ケ以上、丸五徳でも加点

オーブン無記入減点
扉、斜め線、無記入減点

引き戸等、無記入減点

扉、無記入減点

槽形状、無記入減点

噛み合わせ未記入減点

jfea02
テキスト ボックス





２０２０年度 ２級厨房設備士資格認定試験問題・解答用紙（その４）
受験地
受験番号機器表 ８点

合計 ２４点
模範解答

横の一列（アイテム単位）が全て正解で加点、全てにおいて平面図上のシンボルと合致する事

１点

１点

１点

１点 Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

１点

１点

１点

１点




